
　2025年は年間心臓胸部大動脈手術数が過去最高の196例でありました。

　ご紹介いただきました先生方、そして当科を選んでいただいた患者さんにまずは感謝いたします。

　増加した要因としては、胸部大動脈の緊急手術が増えたこと、ロボット支援下心臓手術を含めた低

侵襲心臓外科手術の依頼が増加したことにあります。2026年もご依頼いただいた内容に1つ1つ向き

合っていく所存です。　

　またこれはあくまで私個人の見解でありますが、ロボット支援下僧帽弁形成術は非常に良い手術だ

と考えております。一番の理由は、僧帽弁形成術の形成の精度があがり残存逆流の発症率が他の術式

と比べても明らかに低いためです。また、社会的活動量の多い方（若年、仕事が忙しい、子供の世話

が忙しい、等）はあまり治療に時間を割くことができず、早期社会復帰を目指すが故、手術治療を受

けることができないジレンマがあると思います。それを解決するのがロボット支援下手術でもありま

す。

 　月曜日に手術を行い、その週の週末には自宅退院というのが当院では一般的です。そして術後2週

間前後では皆さん社会復帰されております。

　本年も世の中に望まれる心臓血管外科医療を展開していく所存です。どうぞよろしく御願いいたし

ます。
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